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フィンランド

サイト選定経緯

サイト選定は1983年の処分目標に関する政
府の原則決定に基づいて開始されました。下図
に示すように全国から段階的に絞り込まれまし
た。最初のサイト確定調査の段階では、文献等
による調査で、102カ所の地域が選定されまし
た。そのうち5カ所についてボーリング等によ
る概略サイト特性調査が行われました。その結
果、より適したサイトと考えられた4カ所につ
いて詳細サイト特性調査が行われました。これ
らの4カ所では、環境影響評価も行われました。
その結果、ポシヴァ社はユーラヨキ自治体のオ
ルキルオトを選定し、1987年の原子力法で導入
された原則決定手続に基づく申請を1999年に
行い、2000年の政府による原則決定、2001 年の
議会承認により、最終処分地としてオルキルオ
トが選定されました。

サイト確定調査
1983-1985

詳細サイト特性調査
1993-2000

概略サイト特性調査
1986-1992

ヴェイスツィヴァーラ
（ヒリンサルミ）

ロムヴァーラ
（クーモ）

スィイリ
（シエヴィ）

オルキルオト
（ユーラヨキ）

キヴェッティ
（アーネコスキ）

原則決定の承認
2001

ロムヴァーラ
（クーモ）

オルキルオト
（ユーラヨキ）

キヴェッティ
（アーネコスキ） オルキルオト

（ユーラヨキ）
ハーシュトホルメン
（ロヴィーサ）

（　）内は自治体名
（ポシヴァ社EIA報告書より作成）

1983年 廃棄物管理目標の政府による決定
1983～1985年 サイト確定調査
1986～1992年 概略サイト特性調査
1993～2000年 詳細サイト特性調査
1998～1999年 環境影響評価

1999年 予備的安全評価、オルキルオトを
最終処分地として選定し原則決定申請

2000年 政府が原則決定
2001年 原則決定を議会が承認

2004年 地下特性調査施設（ONKALO）の建設
開始

フィンランドの処分事業の流れ

～2012年 地下特性調査施設を含めた詳細調査を
行い、建設許可申請

～2020年 建設許可取得後、建設を実施
操業許可申請を行い、操業を開始

今後の予定

高レベル放射性廃棄物処分に係わる規制行
政機関は、政府、雇用経済省、放射線・原子力
安全センター（STUK）です。国のエネルギー
政策を所管する雇用経済省が処分事業の管理・
監督を行い、STUKが安全規制を行います。な
お、STUKは放射線安全を所管する社会保健省
の下に設置されていますが、 STUKには法令に
よって、原子力安全と放射線安全について規制
を行う権限が与えられています。また、政府は、
地層処分場の建設計画に関する原則決定を行
うほか、建設・操業の許可発給も行います。

ポシヴァ社原子力発電事業者
（2社）

社会保健省
政　府

規制行政機関

見解

規制
監督

処分場の建設・操業などの許可は、政府が発給します。

実施主体
規制の流れ

雇用経済省（TEM）

放射線・原子力安全
センター（STUK）

（ポシヴァ社パンフレット等より作成）




